
令和７年度予算のポイント



予算編成方針

予算編成における３つの基本方針
１ 将来を見据えた持続可能な
施設の検討

「限られた財源の効率的、効果的な

活用」や「脱炭素化」などの社会情勢に
対応するため、先進自治体から最新情報を
収集するとともに、環境負荷の軽減や周辺
環境への配慮を行うことが必要

⇒・施設整備基本計画案の検討

18,037千円
検討委員会において基本計画案を検討

・環境影響評価の実施

113,174千円
周辺環境への負荷を調査し、対策を検討

・先進自治体の視察 1,349千円
近年建設された施設の視察を実施

ほか

２ 新施設の建設計画のマネジ
メント

遅滞なく事業を進捗するため、新施設の
建設や用地取得に必要となる調査等を適切
な時期に実施するとともに、積極的な情報
提供や施設見学などを通じて新施設に係る
周辺住民の理解を深めることが必要

⇒・新施設の用地取得に向けた調査

29,696千円
用地取得に向け測量及び試掘調査を実施

・予定地周辺住民に向けた施設
見学、情報発信 406千円
近年建設された施設の視察の実施、事業の

進捗状況等に係るチラシの配布

ほか

３ デジタル行政への着実な対応

限られた職員により、専門性が高い業務
を行うため、行政事務の効率化やコスト
削減の効果、国や構成市町の方針との整合
性等を明示して、デジタル技術の活用を
推進することが必要

⇒・建設図面プログラムの活用
24千円

R6に導入したコンピュータ用の設計ツール

を継続活用

・クラウドサーバ、CMS、
財務会計システム、EBの活用

4,753千円
R５に整備した各種システムを継続活用

ほか
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歳入・歳出の構成

分担金及び負担金

201,602 （79.4％）

国庫支出金

51,560 （20.3%）

繰越金

653 （0.3%）

諸収入

2 （0%）

議会費

2,512 （1.0%）

総務費

89,200 （35.1%）

衛生費

161,105 （63.5%）

予備費

1,000 （0.4%）

歳
出

主な増額理由：環境影響評価業務委託料、基本計画策定支援等業務委託料の増額（＋79,082千円）
測量調査業務委託料、試掘調査業務委託料の新設（＋29,696千円）

歳
入

（単位：千円）

予算規模 ２５３，８１７千円（前年度比＋１０９，７５２千円［＋７６．２％］）
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１ 将来を見据えた持続可能な施設の検討

〇先進自治体の視察 1,349千円

先進自治体の施設の特徴や建設後の施設運営
における問題点などを踏まえ、ごみ広域処理
施設の処理方式や設備などを決定するため、
先進自治体の視察を実施

〇施設整備基本計画案の検討 18,037千円

有識者や構成市町の住民及び行政職員により
構成されたごみ広域処理施設建設検討委員会
において、既存の計画や施設整備基本構想等
を踏まえ、ごみ広域処理施設のごみ処理方式
や、事業方式などについて検討

検討委員会における検討結果を踏まえ、令和
７年度末までに施設整備基本計画を策定予定

※ごみ広域処理施設建設検討委員会
・委員の人数は12人以内
・委員の任期は施設整備基本計画案の作成まで
・会議は5回開催予定（Ｒ7）

〇環境影響評価の実施 113,174千円（R7）

ごみ広域処理施設の予定地周辺の環境の現状
の調査及び施設建設により周辺環境に生じる
負荷の予測を行うとともに、予測した負荷の
解消のために必要な対策の検討を行うため、
環境影響評価を実施（～令和８年度）

R5～８：171,700千円（債務負担行為）
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２ 新施設の建設計画のマネジメント

〇予定地周辺住民に向けた施設見学、
情報発信 406千円

ごみ広域処理施設の建設・運営による影響が
特に大きいと考えられる予定地周辺の住民に
対して、先進自治体の施設見学会や事業の
進捗状況等についてチラシの全戸配布、住民
説明会を開催するなど、積極的に情報を発信
することで、新施設に対する理解を深めて
もらうための環境を整備

〇新施設の用地取得に向けた調査
29,696千円

ごみ広域処理施設の用地取得に向け、遅滞なく
事業を進捗できるよう、測量及び試掘調査を実施

・測量調査では、建設区域内において用地測量が
未実施である約５㏊について、測量及び境界確認
を実施

・試掘調査では、用地買収費算定や事業工程への
影響があるため、建設予定地内の地中の廃材や
支障物の有無を調査

３ デジタル行政への着実な対応

〇建設図面プログラムの活用 24千円

令和6年度に導入したコンピュータを用いて設計
することができるツールを活用し、設計業務を
効率化

〇クラウドサーバ、CMS、財務会計システム、
EBの活用 4,753千円

令和５年度中に整備した各種システムについて、
令和７年度以降も継続的に活用
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